
趣旨 2024年7月にサーキュラーエコノミー（以下 CE）が国家戦略として位置付けられて以降、

急速にCEに関心を抱く事業者が増えてきた一方で、 CEの進め方や連携、事業化に関する悩み

も多く発生していると考えられます。そこで、より CEの推進を加速化していくことを目指

し、地域で CEに取り組む事業者に対して、的確なニーズ把握をし、的確な提案を行えるよう

になることを目的とした「地域のサーキュラーエコノミー推進アドバイザー研修」を開催い

たします。

研修概要
地域でCEの相談を受けているまたは受けていきたいと考えている方々を対象に、どんな相

談内容が多いかまたは回答できるようになりたいかによって、 4~6グループ（ 1グループ 4~6

名）程度に分かれ、座学及びワークショップ形式にて、「ニーズ把握のためのアンケート /ヒ

アリングマニュアル作成」「ニーズ解決提案のためのマニュアル作成」を行う、実践型の研

修です。

研修日程

11月16日（月） 10:00 -17:30

日時

経済産業省別館7階

場所

座学及びワークショップ①

内容

12月22日（火） 10:00 -17:30 経済産業省別館7階 座学及びワークショップ②

2027年1月22日（金） -2月1日
（月）のうち任意の 1.5時間

オンライン 各グループマニュアル作成途中経
過フォローアップミーティング
（グループごとに実施 ）

3月12日（金） 13:00 -16:00 オンライン マニュアル共有会

・地域事業者等からの CE相談に対して、ニーズ把握に必要なノウハウの習得及びマニュアル一式

・地域事業者等からの CE相談に対して、ニーズ解決提案に必要なノウハウの習得及びマニュアル一式

・同様の立場の方との意見交換、交流 / 講師との交流

・ CE事例集 / CE講演資料の取得（マニュアル作成に必要と思われる資料も含む）

研修参加
メリット

地域のサーキュラーエコノミー推進アドバイザー研修

研修概要

上記研修のほか、グループごとにマニュアル作成（宿題）に取り組んでいただきますので
ご承知おきください。また、本研修の成果として、完成したマニュアルは 2月下旬頃に提出
いただき、 3月中旬に共有会で皆様に共有、振り返りを行います。

応募対象
普段から、事業者から CEに関する相談を受けており指導して

いる方、または今後指導していきたいと考えている方を募集い

たします。 （ 30名程度※先着順）

対象業種としては、地銀・信金職員、自治体職員、公社職

員、商工団体職員、地域コンサル、地域商社等、 CEに関する支

援に携わる方を幅広く想定しています。
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特に以下のような課題感をお持ちの方のご参加をお待ちしております。

＞自分の指導のやり方が望ましいかどうか手探りな方

＞同じような指導する立場の方々と交流することで、知見・スキルを

アップデートしたいと考えている方

＞リサイクルや３ RからCEに知見・スキルをアップデートしたいと考え

ている方

研修費用 費用はかかりません。ただし、座学及びワークショップ①・②の研修場所（経済産業省）までの

出張費・交通費は各自でご負担ください。

経済産業省別館：東京都千代田区霞が関 1-3-1  https://www.meti.go.jp/intro/index_access.html

https://www.meti.go.jp/intro/index_access.html


応募期間 2026年9月15日（ 火） -10月12日（月） 18:00 まで

応募方法 以下のフォームより、必要事項等を記載ください。

https://www17.webcas.net/form/pub/regional -ce/meti

問い合わせ先 「地域のサーキュラーエコノミー推進アドバイザー研修」事務局
meti_ce_training@jimukyoku.jp 平日10:00 -18:00 まで

参考情報 過去に株式会社新東通信が企画・運営を行った CEワークショップ光景及び参加者コメント

※環境省環境再生・資源循環局資源循環課：令和７年度地域の資源循環促進支援事業集合研修より

限られた時間の中で集中して検討できた。また、事前に考
えを整理する誘因にもなった。
会場の雰囲気が良かった。発言しやすい雰囲気だった。マ
イスターや他自治体職員の意見もポジティブだった。

セミナー形式でこういった課題解決に挑んだことがなかったため、と
てもいい経験になったと感じます。
また、地元の地方以外の自治体と交流する機会が少ないため、こう
いった日本各地の自治体が集まる機会はとても貴重だと考えました。

出口の対象（消費）を「地域内」、「地域外」とするのかを整理するこ
とが肝要であるとの気づきをいただきました。
単に技術的に廃棄物を活用するだけでなく、消費者目線で必要な商品と
することが肝要であるとの気づきを得られました。

⚫ 下記の内容にご同意いただくことが条件となります。

・座学・ワークショップ研修（場所：経済産業省）への参加（ 8時間×2回）

・オンライン MTGへの参加（ 1.5時間×1回）

・課題（宿題）の対応・提出（各回 3〜8時間程度）

・オンラインの全グループマニュアル共有会への参加（ 3時間程度）

※進捗等により変更の可能性がございます

⚫ 応募フォームの「申込にあたって」の項目に同意すること

⚫ 研修後のヒアリング依頼があった際に、協力すること

⚫ 本研修の内容を、今後の相談に向けて活用すること

応募条件

株式会社新東通信CIRCULAR DESIGN STUDIO. 及びアーティクル株式会社（旧：ハーチ株式会社）
プログラム企画
講師・監修

主催 経済産業省イノベーション・環境局 GX グループ 資源循環経済課
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